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☺  日本オストミー協会山形県支部は、いろいろな事情から人工肛門や人工

膀胱を造設した仲間とその家族の支えあい組織です。 

☺  手術を受けた仲間や家族の実際的で精神的な負担を軽減することに努め、

手術前の日常生活と同様な状態に戻れるよう研鑽し、後々の皮膚障害や合

併症などの予防を学びます。 

☺  ボランティア活動を中心とする公益事業です。会員の会費と山形県から

の委託事業で仲間や家族同士の交流･相談･研修活動を行っています。 

☺  これまで努力してきた先輩の皆様には感謝です。障害者手帳の交付、装具

代の負担軽減、障害者年金の受給、各種割引、 対応トイレなどは組織

あってこそ制度化されてきたものです。 

                           

 造設手術を受ける前に病院内で OV（ストーマ保有者）と面談 

 日々の適正な維持管理で皮膚トラブル予防 

 心配や失敗から学んだことを相互に交流 

 ストーマに関連する病気や医療研修 

 装具類の最新情報や使い方講習 

 オストメイトの各種制度研修 

 自宅や大浴場での入浴・体験講習 

 旅行の心得、非常時や災害への備え 

 支部情報「おうとう」発行・本部会報誌年 6 回など・・   

☺  現在、装具代の基準額と自動車税の見直し、災害時の簡易トイレの配備、

介護職員への維持管理講習の充実などを要望しています。 

☺  会員には、最新情報や研修費の軽減、災害時の連携や被災時の装具支援

などがあります。 

☺  入会金は 1,000 円、運営のための会費は年 3,600円（月 300 円×12

ヶ月）、年度途中の入会は月割りになります。 

☺  会員家族をはじめ、後に続く仲間の一日も早い社会復帰を願っています。   

皆さまの入会をお待ちしています。 
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今 生 支え合い

悩まず話そう。仲間と話

すことで元気になれます 時々の研修は 後々の安心のため


